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三宅真弓議員

竹田英司議員

Ａ
市
長　

観
覧
料
は
指
定
管
理

料
の
積
算
に
も
組
み
込
ま
れ

て
い
る
た
め
、
直
ち
に
無
料
に
す
る

の
は
難
し
い
が
、
高
校
生
以
下
ま
た

は
18
歳
未
満
の
方
や
市
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
方
、
ま
た
各
種
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
は
従
来
ど
お
り
無

料
と
す
る
ほ
か
、
新
年
度
か
ら
は
子

供
と
保
護
者
の
入
館
料
無
料
デ
ー
を

設
け
、
展
覧
会
期
間
中
の
１
日
は
子

供
１
人
に
つ
き
同
伴
の
保
護
者
な
ど

２
名
の
入
館
料
を
無
料
と
し
、
あ
わ

せ
て
子
供
と
保
護
者
向
け
の
解
説
会

も
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。
猪

熊
画
伯
の
「
美
術
館
は
心
の
病
院
」

の
理
念
に
沿
う
美
術
館
を
目
指
し
、

指
定
管
理
者
で
あ
る
財
団
と
も
協

議
・
連
携
し
な
が
ら
、
今
後
と
も
、

よ
り
効
果
的
な
手
法
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

猪
熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館
は
、
市
民
か
ら
の
３
億
円
を
は
る
か
に
超

え
る
支
出
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
当
然
の
権

利
と
し
て
、
ま
た
、
美
術
館
を
徹
底
的
に
活
用
す
る
策
と

し
て
、
市
民
に
は
全
面
的
に
無
料
開
放
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

市
で
は
、
県
内
で

も
い
ち
早
く
ゲ
ー
ム
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
危
険
性
に
つ
い
て
啓

発
し
、
実
績
の
あ
る
丸
亀
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
と
連
携
し
て
、
こ
の
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
延
期
と

な
っ
て
い
る
が
、
市
教
育
委
員
会
と

の
共
催
で「
子
供
の
未
来
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利

用
に
関
す
る
合
同
研
修
会
を
予
定
し

て
い
る
。
今
後
も
学
校
、
保
護
者
や

地
域
と
協
力
し
、
適
切
な
情
報
や
話

し
合
い
の
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
な

ど
、
家
庭
で
適
切
に
ル
ー
ル
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
保
護
者
や
子
供

た
ち
へ
の
働
き
か
け
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
。

　

子
ど
も
の
ゲ
ー
ム
依
存
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
規
制
を
行

う
べ
き
保
護
者
自
身
が
ゲ
ー
ム
機
の
機
能
や
課
金
シ
ス
テ
ム
を
把
握
し

て
い
な
い
、
も
し
く
は
把
握
の
仕
方
さ
え
分
か
ら
な
い
と
い
う
家
庭
が

多
い
よ
う
だ
。
教
育
委
員
会
や
学
校
は
専
門
機
関
な
ど
と

連
携
し
、
様
々
な
事
例
や
成
功
例
か
ら
ル
ー
ル
づ
く
り
の

道
し
る
べ
と
な
る
も
の
を
各
家
庭
に
提
供
で
き
な
い
か
。

Ａ

市
民
の
集
う

利
用
し
や
す
い
美
術
館
に

ルールを守って楽しく活用！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

未
来
の
糧
に

猪熊弦一郎現代美術館

Q

Q 市
民
の
集
う

利
用
し
や
す
い
美
術
館
に
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東　由美　議員

中谷真裕美議員

Ａ
教
育
長　

通
学
用
か
ば
ん
は

教
育
委
員
会
が
義
務
づ
け
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、
小
学
校
で
行

わ
れ
る
入
学
説
明
会
な
ど
で
も
特
に

指
示
は
し
て
い
な
い
。
教
科
書
や
ノ

ー
ト
、
筆
記
用
具
な
ど
を
一
つ
に
ま

と
め
ら
れ
る
こ
と
、
背
負
う
こ
と
に

よ
り
両
手
が
自
由
に
使
え
る
の
で
安

全
面
で
よ
い
こ
と
、
６
年
間
使
え
、

丈
夫
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
選
ば
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
や
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ

グ
に
比
べ
て
価
格
が
高
く
重
い
た

め
、
ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ
い
て
疑
問
視

す
る
意
見
も
承
知
し
て
い
る
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
児
童
・
生
徒
、

保
護
者
や
学
校
関
係
者
の
意
見
を
聴

取
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
柔
軟
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

　

小
学
生
の
通
学
用
か
ば
ん
と
し
て
定
着
し
て
い
る
ラ
ン
ド
セ
ル
だ

が
、
重
量
は
重
く
値
段
も
高
価
で
、
親
に
も
子
に
も
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
だ
と
軽
量
で
、
安
価
な
も
の
は
千
円
く
ら
い
で

購
入
で
き
る
。
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
合
わ

せ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
収
納
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
市
の

見
解
は
。

Ａ
生
活
環
境
部
長　

生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
は
令
和
２
年
度
末

ま
で
の
使
用
を
予
定
し
て
お
り
、
そ

れ
ま
で
に
、
現
在
の
市
庁
舎
南
館

を
、
生
涯
学
習
ク
ラ
ブ
な
ど
の
活
動

場
所
と
し
て
改
修
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
今
年
度
完
成
予

定
の
「
市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
」

や
今
後
建
設
し
て
い
く
「
新
市
民
会

館
（
仮
称
・
み
ん
な
の
劇
場
）」
の

利
用
も
想
定
し
て
い
る
。

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
減
免
規
定

を
適
用
す
る
。

　

新
市
民
会
館
の
建
設
地
と
な
っ
て
い
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
令

和
３
年
度
に
解
体
と
な
る
。
現
在
70
を
超
え
る
生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
を

は
じ
め
、
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ
り
、
解
体
後
の

生
涯
学
習
が
ど
う
な
る
か
、
市
民
の
関
心
も
高
い
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
は
、
い
つ
ま
で
使
え
る
の
か
。
ま
た
、
解
体
後
の
活
動

場
所
の
保
障
や
施
設
使
用
料
の
減
免
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
、
市
の
方
針
を
伺
う
。

低学年の児童には重いランドセル

丸亀市生涯学習センター（まなびらんど）

Q

Q 通
学
用
か
ば
ん
の

自
由
化
は

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
取
り
壊
し
後
の

市
民
の
活
動
場
所
保
障
を

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
取
り
壊
し
後
の

市
民
の
活
動
場
所
保
障
を
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神田泰孝議員

Ａ
教
育
長　

現
在
各
小
・
中
学

校
で
は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
が
流
行
す
る

前
に
、
動
画
な
ど
を
活
用
し
た
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
手
洗
い
チ

ェ
ッ
カ
ー
で
実
際
に
調
べ
た
洗
い
残

し
の
多
い
箇
所
を
ポ
ス
タ
ー
に
し
、

手
洗
い
場
に
掲
示
す
る
な
ど
、
正
し

い
手
洗
い
の
啓
発
も
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
感
染
症
の
予
防
対
策
と

し
て
衛
生
的
手
洗
い
が
子
供
た
ち
の

生
活
習
慣
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
指

導
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
、
手
洗
い
の
重
要
性
が
見

直
さ
れ
て
い
る
。
手
は
一
見
汚
れ
て
い
な
く
て
も
、
石
け
ん
と
流
水
を

用
い
て
き
れ
い
に
洗
い
流
す
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
感
染
対
策
の

基
本
で
あ
り
、
最
も
重
要
な
手
段
と
言
え
る
。
各
学
校
で
は
感
染
対
策

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
手
洗
い
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た

「
感
染
予
防
期
間（
仮
）」
な
ど
と
銘
打
ち
、
毎
年
同
じ
時

期
に
、
動
画
な
ど
を
活
用
し
、
衛
生
的
手
洗
い
の
見
え
る

指
導
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

で
き
て
い
ま
す
か
？

正
し
い
手
洗
い

手洗いでウイルスを撃退！

Q

○は賛成、×は反対、－は除斥とした者です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※上記以外の議案はすべて全会一致で原案を可決しました。
※議会だより第79号P18「令和元年12月定例会　賛否が分かれた議案の審議結果」において、欠席していた国方功夫議員の賛否を誤って記載しておりました。訂正してお詫び申し上げます。

賛否が分かれた議案の審議結果賛否が分かれた議案の審議結果
25　
片
山　

圭
之
（
市
民
の
声
）

24　
国
方　

功
夫
（
市
民
の
声
）

23　
水
本　

徹
雄
（
市
民
の
声
）

22　
内
田　

俊
英
（
公
明
党
）

21　
福
部　

正
人
（
公
明
党
）

20　
大
前　

誠
治
（
志
政
会
）

19　
山
本　

直
久
（
志
政
会
）

18　
加
藤　

正
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

17　
松
浦　

正
武
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

16　
横
川　

重
行
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

15　
小
橋　

清
信
（
志
政
会
）

14　
横
田　

隼
人
（
志
政
会
）

13　
多
田　

光
廣
（
会
派
無
所
属
）

12　
松
永　

恭
二
（
志
政
会
）

11　
真
鍋　

順
穗
（
志
政
会
）

10　
川
田　

匡
文
（
志
政
会
）

９　
三
宅　

真
弓
（
会
派
無
所
属
）

８　
香
川　
　

勝
（
志
政
会
）

７　
大
西　
　

浩
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

６　
岡
田　
　

剛
（
会
派
無
所
属
）

５　
神
田　

泰
孝
（
会
派
無
所
属
）

４　
中
谷
真
裕
美
（
会
派
無
所
属
）

３　
東　
　

由
美
（
会
派
無
所
属
）

２　
竹
田　

英
司
（
会
派
無
所
属
）

１　
武
田　

孝
三
（
志
政
会
）

審
議
結
果

議 員 名
（　）内は所属会派

議 案 名

令和2年3月定例会令和2年3月定例会

× ×××
×
×× × × ×××
× × ×××

議
長
は
採
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

× ×

×

×

×××××××× ××× ×××

×××××××× ××× ×××

× ×××× ×× ｰ ×

×

×

令和2年度　一般会計予算議　案
第16号

原
案
可
決

令和2年度　モーターボート競走
事業会計予算

議　案
第24号

原
案
可
決

丸亀市議会議員の議員報酬及び費
用弁償等に関する条例の一部改正

議　案
第27号

原
案
可
決

議案第16号「令和2年度　一般会
計予算」に対する附帯決議

決議案
第 1号

原
案
可
決

介護保険制度の改善と介護従事
者の処遇改善等を求める意見書
採択を求める請願

請　願
第 2号

不
採
択

日本政府に「核兵器禁止条約の調
印・批准をすることを求める」意見
書採択を求める請願

請　願
第 3号

不
採
択

市議会議員の不当要求疑惑等に
関する調査特別委員会に100条調
査権の委任を求める動議

動　議
可　

決
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委
員
会
審
査

各
委
員
会
の
議
案
審
査
で
は
、
次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

  

委
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
の
小
中
学
校
休

校
に
伴
い
、
青
い
鳥
教
室
の
受
け
入

れ
を
拡
大
し
て
い
る
が
、
条
例
は
対

応
し
て
い
る
か
。

  

教
育
委
員
会　

青
い
鳥
教
室
の
開

室
時
間
は
、
教
育
委
員
会
が
必
要
と

認
め
る
と
き
は
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
規

定
を
適
用
し
て
い
る
。

  

委
員　

県
の
子
育
て
支
援
基
金
事

業
が
形
を
変
え
て
３
年
間
実
施
さ
れ

る
。
そ
れ
に
伴
い
３
年
間
延
長
す
る

健
や
か
子
ど
も
基
金
条
例
で
、
新
た

な
子
育
て
支
援
事
業
は
行
う
の
か
。

  

こ
ど
も
未
来
部　

新
規
事
業
は
行

Ｑ

教
育
民
生
委
員
会

総
務
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

  

委
員　

機
能
別
消
防
団
員
の
具
体

的
な
役
割
は
。

  
消
防
本
部　

大
規
模
災
害
時
な
ど

基
本
団
員
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

場
合
に
、
災
害
状
況
の
収
集
・
報

告
、
地
域
住
民
へ
の
伝
達
、
避
難
誘

導
や
安
否
確
認
な
ど
を
行
う
。

  

委
員　

議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
に

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
28
号
、
議
案
第
29
号
、
議
案

第
30
号
、
議
案
第
39
号
、
議
案
第
40

号
、
議
案
第
41
号
、
議
案
第
42
号
及

び
請
願
第
１
号
、
請
願
第
２
号

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
31
号
、
議
案
第
32
号
、
議
案

第
33
号
、
議
案
第
34
号
、
議
案
第
35

号
、
議
案
第
36
号
、
議
案
第
37
号

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
25
号
、
議
案
第
26
号
、
議
案

第
27
号
、
議
案
第
38
号
、
議
案
第
43

号
及
び
請
願
第
３
号

  

委
員　

飯
山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
多
目

的
室
や
調
理
室
な
ど
以
前
と
異
な
る

使
用
料
の
部
屋
が
あ
る
理
由
は
。

  

生
活
環
境
部　

多
目
的
室
は
以
前

の
集
会
室
よ
り
も
一
部
屋
あ
た
り
の

面
積
が
狭
い
た
め
、
使
用
料
が
安
価

と
な
る
。
ま
た
、
調
理
室
に
つ
い
て

は
調
理
台
が
一
台
増
え
、
面
積
も
広

く
な
っ
た
た
め
使
用
料
を
増
額
し
た
。

  

委
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
成
団
体

に
使
用
料
の
減
免
措
置
等
は
あ
る

の
か
。

  

生
活
環
境
部　

構
成
団
体
は
使
用

料
免
除
と
し
、
冷
暖
房
費
用
に
つ
い

て
も
徴
収
し
な
い
。

Ａ

　

議
案
は
す
べ
て
原
案
可
決
。
請
願

第
１
号
は
趣
旨
採
択
、
請
願
第
２
号

は
不
採
択
。

　

議
案
は
す
べ
て
原
案
可
決
、
請
願

は
不
採
択
。

Ｑ

ＱＱ Ｑ

Ａ

Ａ

関
し
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
開

催
回
数
及
び
審
議
内
容
は
。

  

市
長
公
室　

令
和
元
年
11
月
14
日

に
第
１
回
目
の
会
議
を
開
催
し
、
本

市
の
財
政
状
況
や
類
似
団
体
、
政
務

活
動
費
、
議
員
定
数
の
状
況
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
説
明
を
行
い
、
十

分
な
審
議
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

合
計
３
回
の
審
議
を
経
て
、
本
年
１

月
21
日
に
議
員
報
酬
額
を
引
き
上
げ

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
旨
の
答

申
が
提
出
さ
れ
た
。

ＱＡ

委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

　

議
案
は
す
べ
て
原
案
可
決
。

予
算
特
別
委
員
会

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
16
号
〜
第
24
号
の
９
議
案

●
健
康
福
祉
部

　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
に
か
か
る
自
己
負
担
額
を
増
額
す

る
理
由
は
。

  

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
は
他
の
予
防
接
種
に
比
べ
て
地
方

交
付
税
措
置
が
低
い
中
、
増
税
に
伴

う
委
託
料
の
増
額
や
接
種
希
望
者
の

ＱＡ

わ
ず
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
事

業
を
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ａ

Ａ

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

審
査
結
果

審
査
結
果

審
査
結
果

主
な
質
疑


